
活動中止の危機からの復活
これまで歩んできた約３年半の活動の道のり
は、決して平坦なものではなかった。プロジェクト
開始当初は、養殖のノウハウもなく、投入した
稚貝がほぼ全滅してしまうこともあった。さらに、
プロジェクト期間の３年が経過した2016年12月
の時点では、事業化が見込めないと判定され、
活動中止の危機に追い込まれた。
それまでの活動で、餌・水温・水質管理などの
工夫によりアワビの生残率は９割を超えており、
育成に手ごたえをつかんでいた生徒たちや教育
の効果を感じていた学校は、実験の継続を訴え
た。その訴えに応える形で商工会議所、市が助
成を学が 業 校ででにを え者
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活動中止の危機からの復活
これまで歩んできた約３年半の活動の道のり
は、決して平坦なものではなかった。プロジェクト
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